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(57)【要約】
【課題】操作部における操作から当該操作の受け付けに
対する報知までタイムラグを少なして、消費電力を低減
する。
【解決手段】タッチパネル部における操作を受け付けた
際、システム制御部１２０は音声コーデック部１５２を
制御してスピーカ１５３からタッチ報知音を発音する。
システム制御部はタッチパネル部をタッチ操作するため
の操作体がタッチパネル部から所定の第１の距離まで近
接したか否かを検知して、操作体のタッチパネル部への
近接が検知されると、音声コーデック部を動作させるた
めのクロック信号を音声コーデック部に供給するＰＬＬ
回路４０６を起動する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部で所定の操作が行われた際、当該操作の受け付けが行われたことを報知する電子
機器であって、
　前記操作部における操作を受け付けた際、前記報知を行う報知手段と、
　前記報知手段を動作させるためのクロック信号を前記報知手段に供給するクロック供給
手段と、
　前記操作部に当該操作部を操作するための操作体が前記操作部から所定の第１の距離ま
で近接したか否かを検知する検知手段と、
　前記検知手段によって前記操作体の前記操作部への近接が検知されると、前記クロック
供給手段を起動する起動手段と有することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記検知手段は前記操作体と前記操作部との距離が前記第１の距離よりも短い第２の距
離となったか否かを検知しており、
　前記起動手段は前記検知手段によって前記操作体と前記操作部との距離が前記第２の距
離であると検知されると、前記報知手段に電力を供給することを特徴とする請求項１に記
載の電子機器。
【請求項３】
　前記クロック供給手段は、基準信号と分周器の出力との位相差を示す差信号からジッタ
成分を除去するフィルタ回路と、
　前記フィルタ回路の出力に応じて前記クロック信号を生成する電圧制御発振器とを有し
、
　前記クロック信号が前記分周器に与えられるＰＬＬ回路であることを特徴とする請求項
１又は２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記報知手段は、音響データに応じて前記音響信号を再生する音響再生手段と、
　前記音響信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換手段と、
　前記Ｄ／Ａ変換手段の出力を増幅する増幅手段と、
　前記増幅手段の出力を音響として出力するスピーカとを有し、
　前記起動手段は前記検知手段によって前記操作体と前記操作部との距離が前記第２の距
離であると検知されると、前記Ｄ／Ａ変換手段および前記増幅手段に電力を供給すること
を特徴とする請求項２に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記起動手段は、前記報知手段を起動した後、前記報知手段による報知が終了すると、
前記検知手段によって前記操作体と前記操作部との距離が前記第１の距離を超えたことが
検知された場合に、前記クロック供給手段を停止するとともに前記報知手段への電力供給
を停止することを特徴とする請求項２に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記検出手段によって前記操作体と前記操作部との距離が前記第１の距離であると検知
されると計時を開始するタイマー手段を有し、
　前記起動手段は、前記検出手段によって前記操作体と前記操作部との距離が前記第１の
距離以下であると検知されている状態で、前記タイマー手段による計時時間が所定の時間
になるとタイムアウトであるとして、前記クロック供給手段を停止することを特徴とする
請求項１又は２に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記タイムアウトの後、前記検出手段によって前記操作体と前記操作部との距離が前記
第２の距離以下で前記第１の距離を超えると検知されると、前記起動手段は前記クロック
供給手段を起動することを特徴とする請求項６に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記起動手段は、前記検知手段によって前記操作体と前記操作部との距離が前記第１の
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距離であると検知された後、前記タイムアウトする前に、前記操作体と前記操作部との距
離の変化が所定の変化量を超え、且つ前記操作体が前記操作部に接近する方向に移動して
いると前記クロック供給手段を起動することを特徴とする請求項６に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記報知手段を起動した後、前記報知手段による報知が終了した際、前記検出手段によ
って前記操作体と前記操作部との距離が前記第２の距離以下であると検知されると計時を
開始するタイマー手段を有し、
　前記起動手段は、前記検出手段によって前記操作体と前記操作部との距離が前記第２の
距離以下であると検知された状態で、前記タイマー手段による計時時間が所定の時間にな
るとタイムアウトであるとして、前記クロック供給手段を停止するとともに、前記報知手
段への電力供給を停止することを特徴とする請求項２に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記タイムアウトの後、前記検出手段によって前記操作体と前記操作部との距離が前記
第１の距離以下で前記第２の距離を超えると検知されると、前記起動手段は前記クロック
供給手段を起動することを特徴とする請求項９に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記操作部は前記操作体のタッチによって操作が行われるタッチパネルを備え、
　前記第２の距離は前記タッチパネルによる操作が検知可能な距離であり、
　前記検出手段は前記操作部と前記操作体とによって規定される静電容量を検知容量とし
て検知し、前記検知容量が所定の第１の閾値となると前記操作部と前記操作体との距離が
前記第１の距離となったことを検知し、前記検知容量が前記第１の閾値よりも大きい第２
の閾値と前記操作部と前記操作体との距離が前記第２の距離となったことを検知すること
を特徴する請求項２に記載の電子機器。
【請求項１２】
　操作部で所定の操作が行われた際、当該操作の受け付けが行われたことを報知する報知
手段と、前記報知手段を動作させるためのクロック信号を前記報知手段に供給するクロッ
ク供給手段とを有する電子機器の制御方法であって、
　前記操作部に当該操作部を操作するための操作体が前記操作部から所定の第１の距離ま
で近接したか否かを検知する検知ステップと、
　前記検知ステップで前記操作体の前記操作部への近接が検知されると、前記クロック供
給手段を起動する起動ステップと有することを特徴とする制御方法。
【請求項１３】
　操作部で所定の操作が行われた際、当該操作の受け付けが行われたことを報知する報知
手段と、前記報知手段を動作させるためのクロック信号を前記報知手段に供給するクロッ
ク供給手段とを有する電子機器で用いられるプログラムであって、
　前記電子機器が備えるコンピュータに、
　前記操作部に当該操作部を操作するための操作体が前記操作部から所定の第１の距離ま
で近接したか否かを検知する検知ステップと、
　前記検知ステップで前記操作体の前記操作部への近接が検知されると、前記クロック供
給手段を起動する起動ステップと実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のプログラムが記録されたコンピュータに読取可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器、その制御方法、およびプログラム、並びに記録媒体に関し、特に
、ユーザインターフェースとしてタッチパネル又はタッチセンサーを有する電子機器に関
する。
【背景技術】
【０００２】
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　一般に、パーソナルコンピュータ、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓ
ｓｉｓｔａｎｔ）、又は携帯電話などの電子機器では、ユーザインターフェースとしてタ
ッチパネル又はタッチセンサー（以下タッチ操作部と総称する）が用いられている。
【０００３】
　タッチ操作部では、所謂機械式のボタンと異なって、押し圧の際の押し込み感などの操
作感が乏しく、このため、ユーザにとってタッチ操作が電子機器に受け付けられたか否か
を判断することが難しいことがある。このような点に対して、例えば、タッチ操作が受け
付けられたことを音声及び振動で報知する手法が知られている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１４９３１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、タッチ操作が電子機器に受け付けられたことをユーザに違和感なく報知する
ためには、タッチ操作後即座に報知音を発生させることが望ましい。
【０００６】
　ところが、電子機器に搭載された音声発生回路には、一般に音声サンプリングクロック
を発生するための回路としてＰＬＬ（Ｐｈａｓｅ　Ｌｏｃｋｅｄ　Ｌｏｏｐ）回路が用い
られることが多い。そして、ＰＬＬ回路の起動には所定の時間が必要であることが知られ
ている。
【０００７】
　ＰＬＬ回路は、基準信号と電圧制御発振器との出力（発振出力という）との位相差が一
定になるように電圧制御発振器をフィードバック制御する。ＰＬＬ回路では、基準信号と
発振出力を分周した信号との位相差を表す差信号が示す電圧に応じて電圧制御発振器が制
御して、基準信号に同期した発振出力を電圧制御発振器から出力する。
【０００８】
　この際、差信号の交流成分をフィルタ回路でカットするが、差信号（入力信号）のジッ
タを十分に除去するため、フィルタ回路の時定数は不可避的に大きくなる。このため、フ
ィルタ回路の応答特性はなだらかとなる。つまり、フィルタ回路の応答には時間が掛かっ
てしまい、その結果、基準信号が入力されてから基準信号に同期した発振出力を得るまで
の時間が長くなってしまう。
【０００９】
　このようなＰＬＬ回路を用いた場合には、ユーザによるタッチ操作を受け付けてから報
知音を発生させるまでにタイムラグが発生してしまうことになる。一方、タッチ操作から
報知音発生までのタイムラグを低減するため、ＰＬＬ回路を常に起動するようにすると、
常に電力が消費されてしまうことになる。
【００１０】
　従って、本発明の第１の目的は、操作部における操作から当該操作の受け付けに対する
報知までの間のタイムラグを少なくすることのできる電子機器、その制御方法、およびプ
ログラム、並びに記録媒体を提供することにある。
【００１１】
　本発明の第２の目的は、タッチパネルなどの操作部における操作を受け付けた際に当該
受け付けを報知する際、消費電力を低減することのできる電子機器、その制御方法、およ
びプログラム、並びに記録媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の目的を達成するために、本発明による電子機器は、操作部で所定の操作が行われ
た際、当該操作の受け付けが行われたことを報知する電子機器であって、
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　前記操作部における操作を受け付けた際、前記報知を行う報知手段と、前記報知手段を
動作させるためのクロック信号を前記報知手段に供給するクロック供給手段と、前記操作
部に当該操作部を操作するための操作体が前記操作部から所定の第１の距離まで近接した
か否かを検知する検知手段と、前記検知手段によって前記操作体の前記操作部への近接が
検知されると、前記クロック供給手段を起動する起動手段と有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、操作部に対する操作が受け付けられたことを報知する際、操作から報
知までのタイムラグを低減して、しかも消費電力を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態による撮像装置の一例を示すブロック図である。
【図２】図１に示すタッチパネル部に対する指の近接とタッチ操作との相違を説明するた
めの図であり、（ａ）はタッチパネル部に指を近接させた状態を示す図、（ｂ）はタッチ
パネル部にタッチ操作を行った状態を示す図である。
【図３】図１に示す音声コーデック部を詳細に示すブロック図である。
【図４】図３に示すＰＬＬ回路を詳細に示すブロック図である。
【図５Ａ】図１に示す撮像装置におけるタッチ操作の受け付け処理を説明するためのフロ
ーチャートである（その１）。
【図５Ｂ】図１に示す撮像装置におけるタッチ操作の受け付け処理を説明するためのフロ
ーチャートである（その２）。
【図６】図５Ａおよび図５Ｂで説明したタッチ操作受け付け処理の際の音声コーデック部
の動作タイミングを説明するための図であり、（ａ）はタッチ操作の際の動作タイミング
を示す図、（ｂ）はタッチ報知音が（ａ）の場合よりも長い場合の動作タイミングを示す
図、（ｃ）は指の近接を検知した後タッチを検知していない状態が長く継続した場合の動
作タイミングを示す図、（ｄ）はタッチ状態が長く継続した場合の動作タイミングを示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態による電子機器の一例について図面を参照して説明する。な
お、ここでは、電子機器の１つである撮像装置を例に挙げて説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施の形態による撮像装置の一例を示すブロック図である。
【００１７】
　図示の撮像装置は、タッチパネル機能付表示装置を備えており、レンズユニットの交換
を行うことのできるレンズユニット交換式撮像装置である。
【００１８】
　撮像装置１００は撮像素子（例えば、ＣＣＤ又はＣＭＯＳセンサ）１２１を有しており
、撮像素子１２１にはレンズ２１０、絞り２１１、レンズマウント２０２及び１０２、そ
して、シャッター１４４を介して被写体の光学像が結像する。撮像素子１２１は、結像し
た光学像に応じた電気信号（アナログ信号）を出力する。このアナログ信号はＡ／Ｄ変換
部１２２においてＡ／Ｄ変換処理によってデジタル信号に変換される。
【００１９】
　Ａ／Ｄ変換部１２２の出力であるデジタル信号は、メモリ制御部１２４およびシステム
制御部１２０の制御下で画像データとしてメモリ１２７に格納される。画像処理部１２３
はＡ／Ｄ変換部１２２の出力であるデジタル信号又はメモリ制御部１２４によってメモリ
１２７から読み出された画像データに対して所定の画素補間処理および色変換処理を行う
。
【００２０】
　なお、画像処理部１２３には、適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）などによって画像デ
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ータを圧縮伸長する圧縮・伸長回路が備えられている。この圧縮・伸長回路によってメモ
リ１２７に格納された画像データについて圧縮処理又は伸長処理を行った後、当該画像デ
ータがメモリ１２７に書き込まれる。
【００２１】
　さらに、画像処理部１２３は、画像データのコントラスト値を算出して、当該コントラ
スト値に応じて撮影画像の合焦状態を測定する。
【００２２】
　メモリ制御部１２４は、Ａ／Ｄ変換部１２２、画像処理部１２３、表示装置１１０、お
よび外部着脱メモリ部１３０とメモリ１２７との間における画像データの送受を制御する
。Ａ／Ｄ変換部１２２の出力であるデジタル信号は画像処理部１２３およびメモリ制御部
１２４を介して、又は直接メモリ制御部１２４を介してメモリ１２７に書き込まれる。
【００２３】
　表示装置１１０は、例えば、タッチパネル機能を備える液晶ディスプレイであり、液晶
パネル表示部１２５、バックライト照明部１２６、およびタッチパネル部１５４を有して
いる。
【００２４】
　液晶パネル表示部１２５はシステム制御部１２０の制御下でメモリ１２７の画像表示デ
ータ用領域に格納されたメニュー画面又は外部着脱メモリ部１３０に格納された画像ファ
イル（画像データ）を画像として表示する。バックライト照明部１２６は液晶パネル表示
部１２５の背面を照明する。
【００２５】
　バックライト照明の光源素子として、例えば、ＬＥＤ、有機ＥＬ、又は蛍光管などが用
いられる。そして、バックライト照明部１２６はシステム制御部１２０の制御下で照明の
点灯又は消灯を行う。
【００２６】
　タッチパネル部１５４ではタッチ検出方式として、静電容量の変化を検知してタッチ操
作の有無を判定する静電容量方式が用いられる。タッチパネル部１５４に対するタッチ操
作によって撮影設定および表示設定に関するメニュー操作を行うことができる。
【００２７】
　さらに、撮影画像をスルー画像として液晶パネル表示部１２５に表示させるライブビュ
ー撮影の際に、液晶パネル表示部１２５に表示された被写体画像をタッチ操作によって選
択すると、当該被写体画像に対して、システム制御部１２０はＡＦ（オートフォーカス）
処理を行う。
【００２８】
　なお、静電容量に関して複数の閾値を設定すれば、例えば、操作体（例えば、指）をタ
ッチパネル１５４に近接させた状態とタッチ操作とを区別して検知することができる。
【００２９】
　図２は、図１に示すタッチパネル部１５４に対する指の近接とタッチ操作との相違を説
明するための図である。そして、図２（ａ）はタッチパネル部１５４に指を近接させた状
態を示す図であり、図２（ｂ）はタッチパネル部１５４にタッチ操作を行った状態を示す
図である。
【００３０】
　ここでは、タッチパネル部１５４における静電容量の変化を検知する際、第１および第
２の閾値が設定されている。この第１および第２の閾値は、例えば、不揮発性メモリ１２
８に記憶されている（ここでは、第１の閾値＜第２の閾値）。さらに、当該第１および第
２の閾値に関して、それぞれ指２０とタッチパネル部１５４の表面との距離が設定されて
いる。
【００３１】
　ここでは、第１の閾値に対応する距離を第１の距離２１とし、第２の閾値に対応する距
離を第２の距離２２とする。この第２の距離はタッチパネル部１５４のタッチ操作が検知
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可能な距離である。
【００３２】
　いま、ユーザがタッチパネル部１５４に指２０を近づけていくと、タッチパネル部１５
４における静電容量が変化する。そして、システム制御部１２０はこの静電容量の変化を
検知容量として検知する。検知容量が第１の閾値以上となると、システム制御部１２０は
ユーザの指２０とタッチパネル部１５４の表面との距離が第１の距離以下（例えば、数ｃ
ｍ以下）であると判定する。
【００３３】
　さらに、ユーザがタッチパネル部１５４に指を近づけていき、検知容量が第２の閾値以
上となると、システム制御部１２０はユーザの指２０とタッチパネル部１５４の表面との
距離が第２の距離以下であると判定する。図示のように、この第２の距離はユーザの指２
０がタッチパネル部１５４の表面にほぼ接触する距離である。
【００３４】
　再び、図１を参照して、システム制御部１２０は撮像装置１００全体の制御を司る。メ
モリ１２７には撮影の結果得られた静止画像データおよび動画像データが記録されるとと
もに、再生用表示のための画像データが格納される。メモリ１２７は所定枚数の静止画像
データおよび動画像データを格納するための十分な記憶量を備えている。
【００３５】
　なお、メモリ１２７にはシステム制御部１２０のプログラムスタック領域、ステータス
記憶領域、演算用領域、ワーク用領域、および画像表示データ用領域が確保されている。
各種の演算の際には、システム制御部１２０はメモリ１２７の演算用領域を用いて演算を
行う。
【００３６】
　不揮発性メモリ１２８は電気的に消去・記録可能なメモリであり、例えば、フラッシュ
メモリ又はＥＥＰＲＯＭなどが用いられる。そして、不揮発性メモリ１２８には、撮影状
態を示す情報が保存されるとともに、撮像装置１００を制御するプログラムおよびタッチ
報知音に係る音声データなどが格納される。
【００３７】
　外部着脱メモリ部１３０として、例えば、コンパクトフラッシュ(登録商標)又はＳＤカ
ードなどの記録媒体が用いられる。外部着脱メモリ部１３０は撮像装置１００に対して着
脱可能であって、画像ファイルが記録され、必要に応じて画像ファイルが読み出される。
【００３８】
　電源部１３１は、電池、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、および通電するブロッ
クを切り替えるスイッチ回路など（図示せず）を有している。電源部１３１は電池の装着
の有無、電池の種類、および電池残量の検出を行う。そして、当該検出結果およびシステ
ム制御部１２０の制御下で、電源部１３１はＤＣ－ＤＣコンバータを制御して、所定の電
圧を所定の期間、図示の各ブロック部に供給する。
【００３９】
　シャッター制御部１４１は測光部１４２で測光された測光情報に基づいて、絞り２１１
を制御するレンズ制御部２０３と協働して、シャッター１４４を制御する。
【００４０】
　測光部１４２はＡＥ（自動露出）処理を行う際に用いられる。測光部１４２にはレンズ
２１０に入射した光が絞り２１１、レンズマウント２０２および１０２、そして、測光用
レンズ（図示せず）を介して与えられる。これによって、測光部４２は光学像として結像
した画像の露出状態を測定する。
【００４１】
　また、測光部１４２は、ストロボユニット３００と協働してＥＦ（フラッシュ調光）処
理を行う。なお、ストロボユニット３００は、ＡＦ補助光の投光機能およびフラッシュ調
光機能を有する。
【００４２】
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　測距部１４３はＡＦ処理を行う際に用いられる。測距部１４３にはレンズ２１０に入射
した光が絞り２１１、レンズマウント２０２および１０２、そして、測距用ミラー（図示
せず）を介して与えられる。これによって、測距部１４３は光学像として結像した画像の
合焦状態を測定する。
【００４３】
　なお、ライブビュー撮影の際には、測距部１４３は、画像処理部１２３から出力された
画像データに応じて得られたコントラスト値に基づいて撮影画像の合焦状態を測定するこ
とができる。
【００４４】
　カメラ制御部１４０は、システム制御部１２０の制御下でシャッター制御部１４１、測
光部１４２、および測距部１４３と通信を行って撮影の際の一連の動作を制御する。また
、カメラ制御部１４０は、レンズユニット２００およびストロボユニット３００の制御を
行う。
【００４５】
　再生スイッチ１３２、メニュー（ＭＥＮＵ）スイッチ１３３、モードダイアル１３４、
レリーズスイッチ１３５、その他操作部１３６、電子ダイアル１３７、および電源スイッ
チ１３８は、システム制御部１２０に対して各種の動作指示を入力するための操作部であ
る。この操作部においては、スイッチおよびダイアルの他に、視線検知によるポインティ
ングおよび音声認識装置などが用いられることもある。
【００４６】
　再生表示スイッチ１３２の操作によって、システム制御部１２０は表示装置１１０に所
定の画像データを表示画像として表示する再生表示モードとなる。外部着脱メモリ部１３
０に格納された画像ファイルを再生表示する際には、再生スイッチ１３２が操作される。
再生表示モードにおいて、再生表示スイッチ１３２が操作されると、システム制御部１２
０は再生表示モードから撮影モードに切り替える。
【００４７】
　メニュースイッチ１３３の操作によって、システム制御部１２０は表示装置１１０に各
種項目一覧を表示する。各種項目一覧には、撮影に関する撮影状態設定、記録媒体のフォ
ーマット、時計の設定、現像パラメータの設定、およびユーザ機能設定（カスタム機能の
設定）などがある。
【００４８】
　モードダイアル１３４の操作によって、システム制御部１２０は自動撮影モード、プロ
グラム撮影モード、シャッター速度優先撮影モード、絞り優先撮影モード、マニュアル撮
影モード、ポートレート撮影モード、風景撮影モード、スポーツ撮影モード、夜景撮影モ
ード、および動画モードなどの各機能撮影モードの切り替えを行う。
【００４９】
　レリーズスイッチ１３５はレリーズボタンの半押しによって第１のスイッチ信号（ＳＷ
１）をオンし、レリーズボタンの全押しによって第２のスイッチ信号（ＳＷ２）をオンす
る。ＳＷ１がオンすると、システム制御部１２０の制御下で、ＡＦ処理、ＡＥ処理、ＡＷ
Ｂ（オートホワイトバランス）処理、ＥＦ（フラッシュ調光）処理などが開始される。
【００５０】
　ＳＷ２がオンすると、システム制御部１２０の制御下で撮像素子１２１から読み出され
たアナログ信号がＡ／Ｄ変換部１２２、メモリ制御部１２４を介してメモリ１２７に画像
データとして書き込まれる撮像処理が行われる。
【００５１】
　さらに、画像処理部１２３およびメモリ制御部１２４における演算結果に基づいた現像
処理が行われる。また、メモリ１２７から画像データが読み出されて、画像処理部１２３
において圧縮処理が行われて、外部着脱メモリ部１３０に当該画像データが書き込む記録
処理が行われる。つまり、ＳＷ２のオンによって、上記の一連の処理が開始される。
【００５２】
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　その他操作部１３６は各種ボタンスイッチを有しており、その他操作部１３６の操作に
応じて、システム制御部１２０は撮影モード、連写モード、セット、マクロ、ページ送り
、フラッシュ設定、メニュー移動、ホワイトバランス選択、撮影画質選択、露出補正、お
よび日付／時間設定などを行う。
【００５３】
　さらに、その他操作部１３６にはライブビュー撮影開始および停止を行うスイッチ、上
下左右方向スイッチ、再生画像のズーム倍率変更スイッチ、画像表示オン／オフスイッチ
、撮影直後に撮影画像を自動再生するクイックレビューオン／オフスイッチ、および再生
画像を消去するスイッチなどが備えられている。
【００５４】
　また、その他操作部１３６には、ＪＰＥＧおよびＭＰＥＧ圧縮の各圧縮率、撮像素子の
出力をデジタル化して記録するＣＣＤＲＡＷモードを選択する圧縮モードスイッチが備え
られている。
【００５５】
　加えて、その他操作部１３６には、レリーズボタン半押し状態でＡＦ合焦状態を保持す
るワンショットＡＦモードと連携してＡＦ動作を続けるサーボＡＦモードを設定するＡＦ
モード設定スイッチなどが備えられている。
【００５６】
　電子ダイアル１３７の操作によって、システム制御部１２０はシャッタースピード、絞
り値、および露出などの設定を行う。電源スイッチ１３８の操作によって、システム制御
部１２０は電源部１３１のオンおよびオフを切り替える。
【００５７】
　加えて、システム制御部１２０は、電源スイッチ１３８の操作に応じて、レンズユニッ
ト２００、ストロボユニット３００、および外部着脱メモリ部１３０に対する電源オンお
よび電源オフの切り替えを行う。
【００５８】
　タイマー１３９は時計機能、カレンダー機能、タイマーカウンター機能、およびアラー
ム機能を有している。タイマー１３９はスタンバイモードからスリープモードへの移行時
間およびアラーム通知などのシステム管理に用いられる。
【００５９】
　赤外光受発光部１５０は表示装置１１０の近傍に配置されている。赤外光受発光部１５
０は赤外光発光体および受光回路を備え、赤外光発光体から所定の間隔で発光された光が
被検出物体で反射されて、当該反射光が受光回路で検出される。反射光の検知によって、
システム制御部１２０は規定の位置に被検出物体が位置するか否かを判定する。
【００６０】
　赤外光受発光部１５０を用いれば、ユーザがファインダー（図示せず）を覗いているか
否かを検知することができる。ユーザがファインダーを覗いていると検知すると、システ
ム制御部１２０は、例えば、バックライト照明１２６を消灯して、ユーザの眼にバックラ
イト照明１２６の光が入って眩しく感じることを防止する。
【００６１】
　マイクロフォン１５１は、外部からの音声などを取得して、当該音声を電気信号（音声
信号）に変換する。この音声信号は音声コーデック部１５２に与えられる音声コーデック
部１５２は、音声信号の符号化・復号化を行う処理回路、マイク・スピーカを駆動するア
ンプ、音声信号に含まれるノイズを除去するフィルタ回路、および音声信号（音響信号と
もいう）レベルを調整するための調整回路を有している。
【００６２】
　図３は、図１に示す音声コーデック部１５２を詳細に示すブロック図である。
【００６３】
　音声コーデック部１５２はマイクアンプ４０１を有しており、マイクアンプ４０１はマ
イクロフォン１５１から出力されるアナログ信号を増幅する。マイクアップ４０１で増幅
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されたアナログ信号はＡ／Ｄコンバータ４０２でデジタル信号に変換される。
【００６４】
　このデジタル信号（録音信号）は、後述するように、スイッチ４１０、ハイパスフィル
タ（ＨＰＦ）４０７、ローパスフィルタ（ＬＰＦ）４０９、オートレベルコントロール部
（ＡＬＣ）４０９、およびスイッチ４１２を介してコーデック部４０３に与えられる。そ
して、コーデック部４０３はデジタル信号をオーディオインターフェースフォーマットに
符号化する。この符号化信号はシステム制御部１２０に与えられる。
【００６５】
　コーデック部４０３はオーディオインターフェースフォーマットに符号化された符号化
信号を復号化してデジタル信号に変換する。例えば、コーデック部４０３は、システム制
御部４０３から符号化信号（音響信号）を受けると、この符号化信号を復号化して再生信
号（デジタル信号）として出力する。
【００６６】
　コーデック部４０３で復号化された再生信号はスイッチ４１１を介してＤ／Ａコンバー
タ（Ｄ／Ａ変換手段）４０４に与えられて、ここでアナログ信号に変換される。Ｄ／Ａコ
ンバータ４０４の出力であるアナログ信号は、スピーカアンプ４０５で増幅されてスピー
カ１５３に与えられる。そして、スピーカ１５３はスピーカアンプ４０５の出力に応じた
音響又は音声を出力する。
【００６７】
　このようにして、音声コーデック部１５２は音響データ又は音声データに応じて音響再
生を行う。
【００６８】
　図示のように、コーデック部４０３にはＰＬＬ（Ｐｈａｓｅ　Ｌｏｃｋｅｄ　Ｌｏｏｐ
）回路４０６が接続されている。このＰＬＬ回路４０６はシステム制御部１２０から出力
される基準信号に基づいてコーデック部４０３で用いるサンプリング周波数の発振信号ｆ
ｖｃｏを生成する。
【００６９】
　図４は、図３に示すＰＬＬ回路４０６を詳細に示すブロック図である。
【００７０】
　図示のＰＬＬ回路４０６は電圧制御発振器６０３を有しており、電圧制御発振器６０３
の出力（発振信号）ｆｖｃｏが分周器６０４に与えられて、１／Ｎ／分周される（Ｎは２
以上の整数）。分周器６０４の出力である分周信号（ｆｃｏｍｐ＝ｆｖｃｏ／Ｎ）は位相
比較器６０１に与えられる。
【００７１】
　位相比較器６０１は、システム制御部１２０から与えられる基準信号Ｆｒｅｆと分周信
号ｆｃｏｍｐとの位相を比較して位相差を示す差信号を出力する。この差信号はフィルタ
回路６０２で交流成分がカットされて、電圧制御発振器６０２に出力される。
【００７２】
　電圧制御発振器６０２は差信号が示す電圧に応じて発振信号（ｆｖｃｏ＝Ｎ×ｆｒｅｆ
）の発振周波数（サンプリング周波数ともいう）を変化させる。そして、この発振信号ｆ
ｖｃｏ（クロック信号）はコーデック部４３０（図３）に与えられる。
【００７３】
　このようにして、ＰＬＬ回路４０６は基準信号ｆｒｅｆに同期し基準信号のＮ倍の発振
信号ｆｖｃｏ（クロック信号）を発生させる。
【００７４】
　ところが、前述したように、差信号のジッタ成分を十分除去するためには、フィルタ回
路６０２の時定数を大きくする必要がある。このため、基準信号ｆｒｅｆが入力された後
、基準信号に同期する発振信号ｆｖｃｏを得るまでに時間を要してしまうことになる。
【００７５】
　再び図３を参照すると、ＨＰＦ４０７は、例えば、風切り音などの低周波成分を除去す
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る。ＨＰＦ（ハイパスフィルタ）部である。ＬＰＦ４０８は音声信号のうち音声帯域成分
を通過させる。ＡＬＣ４０９は音声レベルを調整するためのものである。
【００７６】
　スイッチ４１０はＡ／Ｄコンバータ４０２を選択的にコーデック部４０３又はＨＰＦ４
０７に接続する。スイッチ４１１はＤ／Ａコンバータ４０４を選択的にＡＬＣ４０９又は
コーデック部４０３に接続する。
【００７７】
　スイッチ４１０によってＡ／Ｄコンバータ４０２とＨＰＦ４０７とが接続されている際
には、スイッチ４１１によってコーデック部４０３とＤ／Ａコンバータ４０４とが接続さ
れる。そして、この際には、スイッチ４１２がオンされて、Ａ／Ｄコンバータ４０２から
録音信号がＡＬＣ４０９を介してコーデック部４０３に与えられる。
【００７８】
　一方、スイッチ４１０によってコーデック部４０３とＨＰＦ４０７とが接続されると、
スイッチ４１１によってＡＬＣ４０９とＤ／Ａコンバータ４０４とが接続される。この際
、スイッチ４１２はオフされて、コーデック部４０３から再生信号がＡＬＣ４０９を介し
てＤ／Ｄコンバータ４０４に与えられる。
【００７９】
　このように、スイッチ４１０～４１２によってＨＰＦ４０７、ＬＰＦ４０８、ＡＬＣ４
０９で構成される回路に録音信号および再生信号のどちらを通過させるかを選択すること
ができる。
【００８０】
　加えて、再生信号をＨＰＦ４０７、ＬＰＦ４０８、およびＡＬＣ部４０９を通過させる
ことなく、スイッチ４１１によってコーデック部４０３から直接Ｄ／Ａコンバータ４０４
に出力することができる。
【００８１】
　そして、音声コーデック部１５２を用いて、マイクロフォン１５１で取得した音声など
の音響を録音信号（符号化信号）としてシステム制御部１２０はメモリ１２７又は外部着
脱メモリ部１３０に記録する。
【００８２】
　また、システム制御部１２０は不揮発性メモリ部１２８および外部着脱メモリ部１３０
に記録された音響データを音声コーデック部１５２で再生した、音声などの音響としてス
ピーカ１５３から出力する。
【００８３】
　なお、図示されていないが、システム制御部１２０は音声コーデック部１５２に備えら
れたマイクアンプ４０１、Ａ／Ｄコンバータ４０２、Ｄ／Ａコンバータ４０４、スピーカ
アンプ４０５、およびＰＬＬ回路４０６についてその電力供給を独立してオン／オフを制
御する。そして、システム制御部１２０は音声コーデック部１５２全体の電力供給を一括
してオン／オフ制御することもできる。
【００８４】
　再び図１を参照して、レンズマウント１０２および２０２は撮像装置１００をレンズユ
ニット２００と接続するためのインターフェースである。コネクタ１０１および２０１は
撮像装置１００をレンズユニット２００と電気的に接続するためのものである。そして、
レンズユニット２００はカメラ制御部１４０によって制御される。
【００８５】
　レンズユニット２００は交換タイプのレンズユニットであり、レンズユニット２００に
備えられたレンズ２１０を介して被写体の光学像が絞り２１１、レンズマウント２０２お
よび１０２、シャッター１４４を通過して、撮像素子１２１に結像される。
【００８６】
　レンズユニット２００にはレンズ制御部２０４が備えられている。そして、レンズ制御
部２０４には距離検出部２０３が接続され、距離検出部２０３からレンズ制御部２０４に
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レンズ２１０から被写体までの距離が検出距離として与えられる。
【００８７】
　レンズ制御部２０４は、メモリおよび不揮発性メモリ（ともに図示せず）を備え、メモ
リにはレンズ動作用の定数、変数、およびプログラムなどが記憶される。また、不揮発性
メモリにはレンズユニット２００に固有の番号などの識別情報、管理情報、開放絞り値、
最小絞り値、および焦点距離などの機能情報、現在および過去の各設定値などが保持され
る。
【００８８】
　レンズ制御部２０４は、カメラ制御部１４０の制御下で測距部１４３又は画像処理部１
２３で測定された合焦状態に応じて、レンズ２１０のフォーカシングを制御する。
【００８９】
　これによって、レンズ制御部２０４は撮像素子１２１に入射する光学像の結像位置を変
更してＡＦ動作を行う。また、レンズ制御部２０４は絞り２１１の制御およびレンズ２１
０のズーミングを制御する。
【００９０】
　アクセサリシュー１１１および３０１は撮像装置１００をストロボユニット３００と接
続するためのインターフェースである。ストロボユニット３００はアクセサリシュー３０
１によってアクセサリシュー１１１に接続される。アクセサリシュー、３０１はアクセサ
リシュー１１１うちにおいて、ストロボユニット３００と撮像装置１００と電気的に接続
するためのインターフェースである。
【００９１】
　ストロボユニット３００はストロボ発光制御部３０２を有し、ストロボ発光制御部３０
２はカメラ制御部１４０の制御下でキセノン管などの発光部（図示せず）を発光させる際
、測光部１４２による測定結果に基づいて発光量および発光タイミングを制御する。
【００９２】
　続いて、図１に示す撮像装置１００におけるタッチ操作の受け付け処理について説明す
る。
【００９３】
　図５Ａおよび図５Ｂは、図１に示す撮像装置１００におけるタッチ操作の受け付け処理
を説明するためのフローチャートである。なお、図５Ａおよび図５Ｂに示すフローチャー
トに係る処理は、システム制御部１２０において行われる。
【００９４】
　タッチ操作の受け付け処理が開始されると、システム制御部１２０はタッチパネル部１
５４における検出容量が第１の閾値１以上であるか否かを判定する。つまり、システム制
御部１２０はユーザの指がタッチパネル部１５４の表面に近接したか否かを判定する（ス
テップＳ５００）。
【００９５】
　検出容量が第１の閾値未満であると（ステップＳ５００において、ＮＯ）、システム制
御部１２０は待機する。一方、検出容量が第１の閾値以上であると（ステップＳ５００に
おいて、ＹＥＳ）、システム制御部１２０はユーザの指がタッチパネル部１５４の表面に
近接したとする。そして、システム制御部１２０は音声コーデック部１５２のＰＬＬ回路
４０６に電力供給を行って、基準信号ｆｒｅｆをＰＬＬ回路４０６に出力しＰＬＬ回路４
０６を起動する（ステップＳ５０１）。
【００９６】
　続いて、システム制御部１２０はユーザの指がタッチパネル部１５４に近接している時
間を計測するため、タイマー１３９を起動して計時を開始する（ステップＳ５０２）。
【００９７】
　タイマー１３９を起動した後、システム制御部１２０は再度、検出容量が第１の閾値以
上であるか否かを判定する（ステップＳ５０３）。検出容量が第１の閾値未満であると（
ステップＳ５０３において、ＮＯ）、システム制御部１２０はユーザによる指の近接が解
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除されたとして、タイマー１３９の計時を停止してそのカウント値をリセットする（ステ
ップＳ５０４）。
【００９８】
　続いて、システム制御部１２０はＰＬＬ回路４０６に対する電力供給を停止するととも
に、基準信号ｆｒｅｆの出力を停止して（ステップＳ５０５）、タッチ操作の受け付け処
理を終了する。
【００９９】
　検出容量が第１の閾値以上であると（ステップＳ５０３において、ＹＥＳ）、システム
制御部１２０は未だユーザの指が近接状態にあるとして、検出容量が第２の閾値以上であ
るか否かを判定する（ステップＳ５０６）。
【０１００】
　検出容量が第２の閾値以上であると（ステップＳ５０６において、ＹＥＳ）、システム
制御部１２０はユーザの指がタッチパネル部１５４をタッチしたとする。そして、システ
ム制御部１２０はタイマー１３９の計時を停止して、タイマー１３９をリセットする（ス
テップＳ５０７）。その後、システム制御部１２０は、後述するステップＳ５１４の処理
に移行する。
【０１０１】
　検出容量が第２の閾値未満であると（ステップＳ５０６において、ＮＯ）、システム制
御部１２０はユーザの指がタッチパネル部１５４にタッチしていないとする。そして、シ
ステム制御部１２０はタイマー１３９の計時時間（カウント値）が所定の計時時間を超え
たか否かを判定する。つまり、システム制御部１２０はタイマー１３９がタイムアウトし
たか否かを判定する（ステップＳ５０８）。
【０１０２】
　タイマー１３９がタイムアウトしていないと（ステップＳ５０８において、ＮＯ）、シ
ステム制御部１２０はステップＳ５０３の処理に戻る。一方、タイマー１３９がタイムア
ウトすると（ステップＳ５０８において、ＹＥＳ）、システム制御部１２０はタイマー１
３９の計時を停止してタイマー１３９をリセットする（ステップＳ５０９）。
【０１０３】
　次に、システム制御部１２０は基準信号ｆｒｅｆの出力を停止するとともに、ＰＬＬ回
路４０６に対する電力供給を停止する（ステップＳ５１０）。その後、システム制御部１
２０は再度、検出容量が第２の閾値以上であるか否かを判定する（ステップＳ５１１）。
【０１０４】
　検出容量が第２の閾値以上であると（ステップＳ５１１において、ＹＥＳ）、システム
制御部１２０は前述のようにしてＰＬＬ回路４０６を起動する（ステップＳ５１２）。そ
して、システム制御部１２０は後述するステップＳ５１４の処理に進む。
【０１０５】
　検出容量が第２の閾値未満であると（ステップＳ５１１において、ＮＯ）、システム制
御部１２０は操作者の指が近接状態にあるか否かを判定する（ステップＳ５１３）。つま
り、システム制御部１２０は検出容量が第１の閾値以上であるか否かを判定する。
【０１０６】
　検出容量が第１の閾値以上であると（ステップＳ５１３において、ＹＥＳ）、システム
制御部１２０はステップＳ５１１の処理に戻る。一方、検出容量が第１の閾値未満である
と（ステップＳ５１３において、ＮＯ）、システム制御部１２０はタッチ操作の受け付け
処理を終了する。
【０１０７】
　ステップＳ５１４において、システム制御部１２０は音声コーデック部１５２のＤ／Ａ
コンバータ４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他ブロックに電力供給を行って、
音声コーデック部１５２を起動する。続いて、システム制御部１２０は、例えば、不揮発
性メモリ部１２８に予め記録されているタッチ報知音データを音声コーデック部１５２に
与える。
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【０１０８】
　これによって、音声コーデック部５１２はタッチ報告音データに応じた再生信号を生成
して、スピーカ１５３から音響として出力する（ステップＳ５１５）。
【０１０９】
　続いて、システム制御部１２０はタッチ報知音の発音が終了したか否かを判定する（ス
テップＳ５１６）。ここでは、例えば、マイクロフォン１５１から入力されるタッチ報知
音に応じてタッチ報知音が終了したか否かが判定される。
【０１１０】
　タッチ報知音の発音が終了しないと（ステップＳ５１６において、ＮＯ）、システム制
御部１２０は待機する。一方、タッチ報知音の発音が終了すると（ステップＳ５１６にお
いて、ＹＥＳ）、システム制御部１２０は、ユーザがタッチパネル部１５４をタッチして
いる時間を計測するため、タイマー１３９による計時を開始する（ステップＳ５１７）。
【０１１１】
　続いて、システム制御部１２０は検出容量が第２の閾値以上であるか否かを判定する（
ステップＳ５１８）。検出容量が第２の閾値未満であると（ステップＳ５１８において、
ＮＯ）、システム制御部１２０はタッチ操作が解除されたとして、タイマー１３９を停止
して、タイマー１３９をリセットする（ステップＳ５１９）。
【０１１２】
　その後、システム制御部１２０は音声コーデック部１５２のＤ／Ａコンバータ４０４、
スピーカアンプ４０５、およびその他ブロックに対する電力供給を停止する（ステップＳ
５２０）。続いて、システム制御部１２０はユーザの指がタッチパネル部１５４に近接し
ている時間を計測するため、タイマー１３９による計時を開始して（ステップＳ５２１）
、ステップＳ５０３の処理に戻る。
【０１１３】
　検出容量が第２の閾値以上であると（ステップＳ５１８において、ＹＥＳ）、システム
制御部１２０はタッチ状態が継続しているとして、タイマー１３９がタイムアウトしたか
否かを判定する（ステップＳ５２２）。タイマー１３９がタイムアウトしていないと（ス
テップＳ５２２において、ＮＯ）、システム制御部１２０はステップＳ５１８の処理に戻
る。
【０１１４】
　タイマー１３９がタイムアウトすると（ステップＳ５２２において、ＹＥＳ）、システ
ム制御部１２０はタイマー１３９を停止して、タイマー１３９をリセットする（ステップ
Ｓ５２３）。そして、システム制御部１２０は音声コーデック部１５２のＤ／Ａコンバー
タ部４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他ブロックの電力供給を停止する（ステ
ップＳ５２４）。
【０１１５】
　続いて、システム制御部１２０はＰＬＬ回路４９６に対する基準信号ｆｒｅｆの出力を
停止するとともに、ＰＬＬ回路４０６の電力供給を停止する（ステップＳ５２５）。そし
て、システム制御部１２０は検出容量が第２の閾値以上であるか否かを判定する（ステッ
プＳ５２６）。
【０１１６】
　検出容量が第２の閾値以上であると（ステップＳ５２６において、ＹＥＳ）、システム
制御部１２０はタッチ状態が継続しているとして、待機する。一方、検出容量が第２の閾
値未満であると（ステップＳ５２６において、ＮＯ）、システム制御部１２０はタッチ操
作が解除されたとして、前述したようにして、ＰＬＬ回路４０６を起動する（ステップＳ
５２７）。その後、システム制御部１２０はタイマー１３９による計時を開始して（ステ
ップＳ５２８）、ステップＳ５０３の処理に戻る。
【０１１７】
　図６は、図５Ａおよび図５Ｂで説明したタッチ操作受け付け処理の際の音声コーデック
部１５２の動作タイミングを説明するための図である。そして、図６（ａ）はタッチ操作
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の際の動作タイミングを示す図であり、図６（ｂ）はタッチ報知音が図６（ａ）の場合よ
りも長い場合の動作タイミングを示す図である。また、図６（ｃ）は指の近接を検知した
後タッチを検知していない状態が長く継続した場合の動作タイミングを示す図であり、図
６（ｄ）はタッチ状態が長く継続した場合の動作タイミングを示す図である。
【０１１８】
　図６（ａ）において、いま、時刻Ｔ０で、システム制御部１２０が指の近接を検知した
とする。これによって、システム制御部１２０はＰＬＬ回路４０６を起動する。また、時
刻Ｔ１で、システム制御部１２０はタッチを検知すると、音声コーデック部１５２のＤ／
Ａコンバータ４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他ブロックの電力供給を行う。
そして、システム制御部は時刻Ｔ１でタッチ報知音の発音を開始する。
【０１１９】
　時刻Ｔ２で、システム制御部１２０はタッチ報知音の発音の終了を確認したとする。そ
して、時刻Ｔ３で、指の近接が解除されると（近接オフ）、システム制御部１２０は音声
コーデック部１５２のＤ／Ａコンバータ４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他ブ
ロックの電力供給を停止する。さらに、時刻Ｔ３において、システム制御部１２０はＰＬ
Ｌ回路４０６を停止する。
【０１２０】
　上述のように、システム制御部１２０が指の近接を検知した時点で、ＰＬＬ回路４０６
を起動するようにしたので、ＰＬＬ回路４０６（つまり、フィルタ回路６０２）の時定数
が大きくても、近接からタッチまでの間にＰＬＬ回路４９６を安定的に動作させることが
できる。
【０１２１】
　つまり、指のタッチを検知してからＰＬＬ回路４０６を起動する場合に比べて、タッチ
検知から報知音発音までの時間を短縮することができる。さらに、指の近接が検知されな
いと、ＰＬＬ回路４０６の動作を停止するとともに、音声コーデック部１５２の各ブロッ
クに対する電力供給を停止するので、撮像装置１００における消費電力を低減することが
できる。
【０１２２】
　また、音声コーデック部１５２においてＤ／Ａコンバータ４０４、スピーカアンプ４０
５、およびその他のブロックの起動は、ＰＬＬ回路４０６の起動と比べて短時間で行える
。このため、Ｄ／Ａコンバータ４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他のブロック
の起動はタッチ検知と同時に行う。
【０１２３】
　この結果、図６（ａ）に示す時刻Ｔ０からＴ１までの期間において、ＰＬＬ回路４０６
以外の音声コーデック部１５２の各ブロックに対する電力供給を停止させることができる
。そして、これによっても、撮像装置１００における消費電力を低減することができる。
【０１２４】
　なお、指の近接を検知したタイミングで音声コーデック部１５２の全ブロックに対する
電力供給を開始するようにしてもよい。このようにすれば、タッチ検知から報知音発音ま
での時間を、Ｄ／Ａコンバータ部４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他ブロック
の起動時間分だけ低減することができる。
【０１２５】
　さらに、上述の例では、第１および第２の閾値を設定して、指の近接およびタッチを検
知するようにしたが、指の近接の検知に関して、さらに第３の閾値を設定するようにして
もよい。この場合には、第３の閾値＜第１の閾値＜第２の閾値である。
【０１２６】
　ここでは、検出容量が第３の閾値以上となった際に、ＰＬＬ回路４０６を起動する。そ
して、検出容量が第１の閾値以上となると、音声コーデック部１５２のＤ／Ａコンバータ
部４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他ブロックに対する電力供給を開始する。
【０１２７】
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　このようにすれば、撮像装置１００における消費電力をさらに低減させることができる
ばかりでなく、タッチ検知から報知音発音まで時間をさらに短縮することができる。
【０１２８】
　続いて、タッチ報知音が図６（ａ）の場合よりも長い場合の動作について説明する。図
６（ｂ）において時刻Ｔ１までの動作は図６（ａ）と同様であるので説明を略する。
【０１２９】
　図６（ｂ）に示す例では、時刻Ｔ２ではタッチが解除され（タッチオフ）、時刻Ｔ３で
は近接が解除された（近接オフ）とする。図６（ｂ）においては、タッチ報知音の発音時
間が長いので、近接オフ、つまり、時刻Ｔ３の時点では、タッチ報知音の発音が終了して
いない。
【０１３０】
　このため、時刻Ｔ３においては、システム制御部１２０はＰＬＬ回路４０６の動作停止
および音声コーデック部１５２の各ブロックに対する電力供給停止を行わない。そして、
時刻Ｔ４で、システム制御部１２０はタッチ報知音の発音の終了を確認したとすると、シ
ステム制御部１２０は音声コーデック部１５２のＤ／Ａコンバータ４０４、スピーカアン
プ４０５、およびその他ブロックの電力供給を停止する。さらに、時刻Ｔ４において、シ
ステム制御部１２０はＰＬＬ回路４０６を停止する。
【０１３１】
　このように、近接オフの時点で、タッチ報知音の発音が終了していないと、タッチ報知
音の発音終了を待って、Ｄ／Ａコンバータ４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他
ブロックの電力供給を停止するとともに、ＰＬＬ回路４０６を停止する。これによって、
タッチ報知音の発音中に音声コーデック部１５２の動作が停止してしまうことを防止する
ことができる。
【０１３２】
　次に、指の近接を検知した後タッチを検知していない状態が長く継続した場合の動作に
ついて説明する。
【０１３３】
　図６（ｃ）に示す例では、時刻Ｔ０で、システム制御部１２０が指の近接を検知して、
ＰＬＬ回路４０６を起動する。この際、前述したように、システム制御部１２０は指がタ
ッチパネル部１５４に近接し状態である時間を計測するため、タイマー１３９による計時
を開始する。そして、時刻Ｔ１において、システム制御部１２０はタイムアウトの判定を
行ったものとする。
【０１３４】
　これによって、システム制御部１２０はタイマー１３９の計時を停止してタイマー１３
９をリセットする。そして、システム制御部１２０はＰＬＬ回路４０６を停止することに
なる。
【０１３５】
　その後、時刻Ｔ２においてタッチを検知すると、システム制御部１２０はＰＬＬ回路４
０６を起動する。そして、時刻Ｔ３において、システム制御部１２０は音声コーデック部
１５２のＤ／Ａコンバータ部４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他ブロックに対
する電力供給を開始して、タッチ報知音の発音を実行する。
【０１３６】
　このように、指がタッチパネル部１５４に近接している状態が所定の時間継続している
場合には、ユーザに近接する意図がないとして、ＰＬＬ回路４０６の動作を停止して、消
費電力を低減する。
【０１３７】
　ここで、時刻Ｔ２においてタッチを検知してから時刻Ｔ３でタッチ報知音を発音させる
ので、タッチ検知からタッチ報知音の発音までにタイムラグが生じる。このため、タッチ
パネル部１５４における検出容量の変化を監視することが望ましい。
【０１３８】
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　例えば、指の近接を検知しているがタッチを検知していない状態において、検出容量が
所定の容量以下である場合に、システム制御部１２０はタイマー１３９による計時を開始
する。そして、タイムアウトする前に、検出容量の変化量が所定の変化量を超え、且つ検
出容量の変化が、指がタッチパネル部１５４に接近する方向と一致している場合に、シス
テム制御部１２０はＰＬＬ回路４０６を起動する。
【０１３９】
　このようにすれば、近接からタッチに移行する動作を検知すると、システム制御部１２
０はＰＬＬ回路４０６を起動するので、タッチ検知よりも前にＰＬＬ回路４０６が起動さ
れることになる。この結果、タッチ検知からタッチ報知音の発音でまでに生じるタイムラ
グを低減することができ、さらに、消費電力を低減することができる。
【０１４０】
　次に、タッチ検知が長時間継続した場合の動作について説明する。
【０１４１】
　図６（ｄ）に示す例では、時刻Ｔ０においてシステム制御部１２０は指の近接を検知し
てＰＬＬ回路４０６を起動する。この際、前述したように、システム制御部１２０は指が
タッチパネル部１５４に近接し状態である時間を計測するため、タイマー１３９による計
時を開始する。
【０１４２】
　時刻Ｔ１において、タッチを検知すると、システム制御部１２０は音声コーデック部１
５２のＤ／Ａコンバータ部４０４、スピーカアンプ４０５、およびその他ブロックに電力
を供給する。これによって、タッチ報知音の発音が開始される。この際、システム制御部
１２０はタイマー１３９による計時を停止して、タイマー１３９をリセットする。
【０１４３】
　ところが、タッチ報知音の発音が終了しても未だタッチ状態であるため、システム制御
部１２０はユーザがタッチパネル部１５４をタッチしている時間を計測するため、タイマ
ーの計時を開始する。そして、システム制御部１２０が時刻Ｔ２でタイムアウトを判定し
たとする。
【０１４４】
　これによって、システム制御部１２０はタイマー１３９の計時を停止して、タイマー１
３９をリセットする。そして、システム制御部１２０はＤ／Ａコンバータ部４０４、スピ
ーカアンプ４０５、およびその他ブロックに対する電力供給を停止いるとともに、ＰＬＬ
回路４０６の動作を停止する。
【０１４５】
　時刻Ｔ３において、タッチオフとなって指が近接状態となったことを検知すると、シス
テム制御部１２０はＰＬＬ回路４０６を起動する。そして、システム制御部１２０は指が
タッチパネル部１５４に近接状態である時間を計測するため、タイマー１３９の計時を開
始する。
【０１４６】
　このように、指がタッチパネル部１５４をタッチしている状態が所定の時間継続してい
る場合には、ユーザにタッチする意図がないとして、ＰＬＬ回路４０６の動作を停止して
、消費電力を低減する。そして、タッチ状態から近接状態に移行したことを検知すると、
ＰＬＬ回路４０６を起動するようにしたので、次のタッチ操作に対する準備をすることが
できる。
【０１４７】
　なお、上述の実施の形態では、指などの操作体の近接を静電容量式のタッチパネル部１
５４において検出するようにしたが、指などの操作体の近接を検知できれば他の手法を用
いるようにしてもよい。
【０１４８】
　例えば、上記の撮像装置１００では、ユーザがファインダーを覗いているか否かを検知
するため赤外光受発光部１５０を用いているので、赤外光受発光部１５０によって指の近
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【０１４９】
　指の近接を赤外光受発光部１５０で検知する場合、赤外光受光量がタッチパネル部１５
４における検出容量と同様となり、赤外光受光量に応じて指の近接が検知される。
【０１５０】
　以上のように、本発明の実施の形態によれば、タッチ操作の受け付けによって音響を発
音する電子機器において、タッチ操作から音響の発生までのタイムラグを低減して、しか
も消費電力を低減することができる。
【０１５１】
　なお、システム制御部１２０による制御は１つのハードウェアで行ってもよいし、複数
のハードウェアが処理を分担することで行うようにしてもよい。
【０１５２】
　上述の説明から明らかなように、図１および図３において、音声コーデック部１５２お
よびスピーカ１５３が報知手段として機能する。また、ＰＬＬ回路４０６がクロック供給
手段として機能し、システム制御部１２０が検知手段および起動手段として機能する。さ
らに、システム制御部１２０およびタイマー１３９はタイマー手段として機能して機能す
る。
【０１５３】
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【０１５４】
　また、上述した実施形態においては、本発明を撮像装置に適用した場合を例にして説明
したが、これはこの例に限定されず、タッチパネルなどの操作部の操作を受け付けると報
知を行う電子機器であれば、他の電子機器に対しても本発明を適用することができる。例
えば、パーソナルコンピュータやＰＤＡ、携帯電話端末や携帯型の画像ビューワ、ディス
プレイを備えるプリンタ装置、デジタルフォトフレーム、音楽プレーヤー、ゲーム機、電
子ブックリーダーなどに適用可能である。
【０１５５】
　（他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記憶媒体を介して
システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭ
ＰＵ等）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合、そのプログラ
ム、及び該プログラムを記憶したコンピュータに読取可能な記憶媒体は本発明を構成する
ことになる。
【符号の説明】
【０１５６】
　１００　撮像装置
　１２０　システム制御部
　１５０　赤外光受発光部
　１５１　マイクロフォン
　１５３　スピーカ
　１５２　音声コーデック部
　１５４　タッチパネル部
　４０４　Ｄ／Ａコンバータ
　４０５　スピーカアンプ
　４０６　ＰＬＬ回路
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